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Iビタミン Aの話

I 
応応大学教授 仄l専 Di[ ... ―̀ I 夫． 

ピタミンが鈴木梅太郎博士によって発見されてから今年で46年にもなりますが

その間に多種類のピタミンが知られ，さらにこれらが有効に利用されて人類の健

康増進にどれ位役立ったことか計り知れぬ程であります。

これ らピタ ミンの中でも特に吾々 の~I.イ（の上になくてならない ものて，しかも

箱日これ丈は摂らねばならんと 云われているピク ミンはピタ ミン A, B., B2, C 

の四種と云われていますが，その必要鼠すなわちーnに吾々が摂取せぬばならな

い鼠として定められている成人の所要屈は中労作で

［所要量〕 ピタミン A 2.000 LU. (又は）カロチ ンと

して 6.000LU. ピタミンB1 L3mg ピタミンB2 1.3mg 

ピタ ミンC 65mgとなっています。

CAの効果〕

ピタミンAは吾々の身体に何故必要であるのか，そ

の栄脊上の効果は何であるかについて冊単に申します

と，動物試験でハッキリ判っているように，成長期に

ある者にAを与えたものと与えないものとでは，与え

た方が優れた成長発育を示し，与えぬ方ではAの欠乏

のため体重が増さないばかりでなく，虚弱な身体とな

って病気にかヽり易くなります。 ことに結核症のよう

な病気に犯され易くなります。

それはピタミンAが，上皮細胞即ち皮｝薗とか粘II莫と

か腺組織とかの働を助け，そしてそこを保護する働を

もっていることが認められております。 したがってそ

れらの組織や細胞が細菌などに対する抵抗力を高め，

それらのため発生する病気を防ぐことが出米るからだ

と説明されております。

したがって幼年期から学敵期にかけてピタミン Aの

栄養を強化することは，単に成長発育を良くするばか

りでなく，健康増進にも役立つと云える訳で，青年期以

後罹り易いJl11i結核予防に訊要な役・,1;11を演じております。

Aの働はまた）1-rn巌の機能を増進するも の と云われて

おり， lff臓と密接な閃係のあるl眼の働にも大きい影態

を与え るものです。

〔A欠乏と過剰〕

A欠乏の際に起る眼の病気に夜盲症 （とりめ）と云われる

ものがあります。これは眼の光を感ずる神経細胞の祝紅と称

するも のが光によって祝黄となり，その際， この中に含まれ

ていた ピタミン Aと蛋白質が分離して Aを失い，光に感ずる

カの弱い視黄となります。祝黄はII彰処で阿び Aを得て祝黄と

なり光を感ずる様になる。そのll!f'Aが不足したり欠乏したり

すれば祝黄になれないのでil<然として光に刈し感戌の弱い視

黄の状態て残る，J~て，この現象をII音処て光神））が恢復するこ

とからII音翡／心と名づけられています。このII音，翡I心の弱いのが

夜盲症として現われた症状ですから，ピタミン Aを多凪に与

えると治癒して夜空の降る如き星も［挑められるようになりま

す。

またピタミン A欠乏症としては角膜乾煉症と呼ばれるもの

があ ります。これは眼の角膜の表而の乾燥によ り遂には失明

すると云われている。皮l占の部分が A欠乏により毛孔性角化

症を惹き起こしたり， 回虫症にかヽり易くなったり，その他

A欠乏には色々の症状が現われます。

Aを所要量の五百倍，千倍またはそれ以上動物や人

体に与えますと所謂A過剰症を呈 します。 これはAに

限らず栄養素は何でも過剰摂販により何等かの症状を

呈 し有宮な結果を示すものです。実際問阻としては殆

んど問姐視する必要はないことで， Aは不足するとも

過剰にな った例は今までにないことだからです。

〔消化吸収J
ピタミン Aは消化器官の中でどれ位消化吸収される

かについて試験の結果では，平均90%以上が吸収され

ております。更に吸収の条件として/j廿IWやJj且汁酸など

がこの働を助長するので，個人的の差異や食習恨など

によっても多少吸収率が違 って来 ます。

〔摂取量J
日本人の A摂取悶は最近（昭和31年）の調査成組によると

（カロチンを Aの半分とし て）全国 1.686 LU. T¥i部 1,789

LU. 郡部 1,582 I.U. となっている。季節別では何れも

二月が最高値を示し， 全国で，2,408LU 八月 957LU. であ

ってその差は大きいことを示しています。

しか も動物食品から僅か 10.9%,植物食品から 89.1%て，

その中 73.1%即ち大部分が緑黄野菜から供給されております。

これら の数字でも半ljるように， 日本人の立柑事情は

最近大変良好となり栄脊不足の状態から漸く脱したか

の如く見えておりますが， Aの摂坂についてはまだま

だ油断出米ない状態で，ことに郡部においては多く の

人々はピタミン Aの潜在性欠乏の状態ではないかと 想
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像されます。ことに必要度の高い発育期の者に欠乏す

ることはと くに江怠されねばならないこ とです。

CA含有食品〕

ピタミン Aを沢山含む代表的な食品として，

動物竹食品ては

（魚煩）う なき1!1:1憐 やつめ うな ぎII-fl蔽，うなぎ。（限肉類）

+IFI懺 ，豚iffl此 （乳卵）卵紺粉乳， バク ー，Aり払化マー

ガリン，チーズ。

植物性食品ではカロチ ン（フ ロピタミン A)として

（緑黄野菜）にんじん， ほうれんそう， 一般緑黄野菜， し

そ，とうがらし。 （果菜）かぼちゃ。 （果実）みかん。 （海

藻）あさくさのり 。 （嗜好品）抹茶。

その他肝油。

一般に動物肝臓脂肪の多い魚，卵， バター導に多いと思

えば間述ありません。

「調理とA損失1
食品の関理に際し て）¥11熱することは，ピクミンの損＇火を促

がす傾向がありますが， Aの楊合は比較的少く，多くて30%,
少い もので 5%程度の損失てすo Aは酸化作用に よって破炊

され易いので，その点を注忍していただき）変い。

［カロチン〕

R本人の食物の中のピタ ミン Aは主 として植物性食

品か らカロチンの形で90%位が供給されてお ります。

したが ってカロチ ンがどの位LI本人によ って利用さ

れるかと 云 うことは重要な問俎であります。

人体について実験した成結によりますと，カロチン

丈を復物と共に摂 った時のii『化吸収の状態は非常に'1'f:

しく ，95%内外が吸収されたことが判 りま すが，ほ う

れんそうや，かばち ゃを食べた時，そ の中のカロチン

の吸収率は低 くて45%内外 を不しております。

この野菜をJj行)l)jで料理するか， Jj行)l)jと一緒に棋るか

すれば， これより 10%内外吸収率が上昇します。これ

によ っても， II行)l)jの添加はクn何にカロチンのri',化吸収

状態 を良くするかがお判りのことと 息います。

カロチンはプロピタミ ンAとも 公われ， これがII位壁

から吸収 さ れ，そこで分解してピタ ミン A を 一分—f生

じ， Aとしての機能を発揮します。）(;¥JI分のカ ロチン

は一！如n懺 に迎ばれ，そ こでAに転換します。

カロ チン から Aを生ずる状態は，カロチナーゼと称

する防索の働をうけて カロチン が分解してその半分に

相当する ピタミン Aを生ずる i沢で，カロチンの地が多

いIIおよIll臓 の外腎臓その他の臓悩や組織笠の中にも A

の形で一IIか的に貯えられます。

1(ili夜の1(1[漿中にもAの形で 100cc中 120I.U前後合

まれており，カ ロチンも40LU内外布在していますが，

勿論この数字は個人差があり， また1,ijじ人でも食物の

状態で災るのは当然であります。

カロチンは消化吸収が食品によ って多少異っており

ますが，例えばほうれんそうは45%であるのに対 し，

悔藻のような食品では，例えばあさくさのりで10%以
ードをぷすと云 うように，）［米祁i化吸収の良くない食品

は， Aの吸収状態も悪いのが当然です。

〔Aとカロチンの力価J
現在日本ではピタミンAの力価をカロチンの 3倍と

見倣しております。すなわち Aだけでとれば 1日2,000

LU でよいものを， カロチンだけで補えば 6,000LU 

なければならない訳です。これではAの必要な発育期

の摂坂悶 として不足しがちですから，動物性のもの，

例えばパター，A強化マーガリンなどをも って補わね

ばなりません，近頃学校給食で学竜にA補給用として

Aの不足をllflrtiまたは綜合ピタミン剤などで補われて

いるのは止むを得ないことで，その僅少な昂の補給に

よってA効果は充分能率的に現れると思われます。こ

とに近来は製剤技術も進歩し臭気の少ない， よい製品

が錠剤や粉末状ピタ ミン として発売さ れているので，

昔のように飲むのに苦労する必要はなくなり， 比較的

安価であり，資源的にも豊．富な、魚資源が利用されてい

るのでその点結構な栄脊品です。

［カロチンの調理損失〕

カロチン を含む野菜を濶理した場合，カロチンとしての損

失はとれ位かと申しますと， Aよりも更に安定で損失率は低

く，ほうれんそうなどの油炒めなどでは 5%以下の損失しか

認められません。衣物やお没しにするための瓜iでる方法によ

ってカ ロチンの担火は10~30%位のもので普i.ul15%1ifi後と想、

えば大社あ りません。泊物にしたものは40~50%の似失を見

ますが，短11¥1」の漬物ではこれより更に少磁です。

〔カロチンの過剰症〕

カロチンの栄投はAと1,;Jじように考えられておりま

す。 しかし A過剰の実際問題は考いなにしてもカロチ

ン過原IJl,Eは存在します。

カロチ ンはカロチノイドと云 う一種の柏物色索でも

あり ますので， 例えばかばち ゃや，あさくさのりを非

常に沢111・,罪；食すれば柑色皮症と云 う恥気にかかります。

これは皮）紺や粘II知が黄色になり不快感を両える糾気で，

別に命に別状はあ りませんが，竹北悔道や北滴洲に多

発したことがあります。

〔結語J
とにかく，仔々はビタ ミン Aを色々の食品から摂 って，

栄於の上で不足せぬ様考駆したいと想、います。 ことに

発育期の者に特に注意して与えてやりましょう 。
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ビタ ‘‘、 ン 雑感

お茶の水大学教授／裳 r~l 稲 垣 長 典

最近のピタ ミン研究は非常に活沿に行われ 中には人間に対して非常に稀にしか欠乏症を

ていて，我国でもビタ ミン B研究委員会は10 見ないものまた更に特殊な動物にしか発現し

O I叫目り記念をまた脂溶性ピタミンliJI究委員 ないものもあ ります。

会は50回門の記念を最近迎えました。そして そこで，人間の栄務を対象とし て考える

それぞれの委員会はますます活沼に活動をし 1片， どう しても忘れることの出来ないピタミ

ております。 ンはやはり A.D. B1. Bz.C. の5種でありまし

ピタミンの種類は約20種イりありますがその ょう。

これら 5種のピタミ ンはは っきりと欠乏柾が現われ

るもので，吾々の食生活において忘れることの出来な

いピタミンであります。稀にしか欠乏症の起らないも

のとしては， B12とか，ナイア シン，菓酸， Kなどが

ありまして，その他のも のは，はっきり した人間の欠

乏症を見ないものであります。

そのようなわけで，特に A.D.B1.B2.C. と言っ たピ

タミンに注意が必要なわけです。この 5種はピタミン

のうちでも食品の分布状態が悪く， また調理によって

こわれ易いものであります。

学校給食の場合でもこの 5種のピタミンに特に注意

が必要で夫々基準量をきめております。またそれと同

時に調理による損失をも一応次のようにきめて目安と

しています。すなわち Aは20%, Bは30%, B2は25

%, Cは50%としています。 しかしながらこれらの

ピタミン以外は無くてもよいと言うものではないので

ありまして，その他のピタミンは，あるものは食品中

に広く分布するとか， またII易内合成がよく行われると

か，また調理による損失が少ないとか言う理由で，特

に注意をしなくても著しい不足にはならないと言うも

のです。ちょうどアミノ酸に不可欠アミノ酸と然らざ

るものとがあ って，然らざるものが不必嬰であると言

うのではないのと同じ理由です。

吾々の健康を維持するためには先ず必要なカロリー

を摂ることが先決問題でありますから，必要なだけの

カロリーを摂らずにピタミンやミネラルばか り気をつ

けることは栄養の本筋を忘れているものであります。

しかしながらカロリーとなるべき食品特に日本人で

あれば，澱扮質食品の完全な酸化が行われないといろ

いろの欠陥が出てきます。この完全な酸化にいろいろ

のピタミンが必要です。澱粉質の代謝でも，脂肪の代

謝でも， llii述した特に注意を要するピタミン以外に，

ニコチン酸 （ナ イアシン） とかバン トテ ン酸とかが必

要です。これらのピタ ミンはそのままの型ではなく，

助酵索として働いているのでありまして，ニコチン酸

であればDPNCコデヒドロゲナーゼ） として， またパン

トテ ン酸であれば COAと言っ た助酵素の一成分とし

て代謝過程に関与しております。

これら助酵素がなければ完全な代謝が行われません。

これを次に示してみまし ょう 。

門 I]旨質

↓ ニコチン酸 I I I 

三炭糖燐酸←--'>グ リセリ ン 脂肪酸I パン トテン酸
← 

焦l'I□口亨、,B' (活性,t肪酸）

（燐酸化酢酸化合物）
I li渕]~/防酸
↓ バン トテン酸 I 

アセチルコエンザイム A

--—• 1 
クエン酸

オキザロ酢酸

I I 
コハク酸

I I 

このように特に注窓しなければならないピタ ミンと

そうでないピタミンとでは少し意味が違うのでありま

す。ニコチン酸とかパン トテン酸とか言っ たようなピ

タミンにも，もちろん欠乏症がありますが，吾々の食

生活においては，特別な場合以外は欠乏症が出るほど

不足することはありません。しかしそれだからと 言っ

て不必要だと 言うことにはならないのであります。

ヒトの栄於ILi])姐はアメリカ人であろうと， ョーロ 、ノ

パ人であろうと， また束 洋人であろうと全く同じで
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あります。 しかし各国によ って食生活が迫 っています

から，その不足する栄於索はそれぞれ沢なるのは当然

であります。アメリカ人が視在）1行）l方のとり過ぎに悩ん

で低If旨）IJJ食を焚励しているのに反して， II本人が）I肘j}j

の+足に悩んでなるべく多く の）I行）l}jをと ることをすす

めています。これは全く反対のようですが しかしそ

の根本は同じHi!1l1なのであります。それで II本人はど

のような栄脊索に特に住意が必災かと ＇；うことは， l「

確に訂うと'rrf年1砂異なるのであります（， その答を出

すための衣料と して、毎年J•/生省が行 っ ておりま す jlij

民栄脊閲査がm要な意義があるわけです。

もはや御承知のように最も新しい資料としては， II({

和31年度の国民栄脊閥査成紹があります。これにより

ますとカロリー，蛍白質はだいたい基巡：,tに近してお

りますが，カル シウム及びピタミンが非・,:;;;に4く足し て

いると 言うことにな っております。 ピタミンの中でも

Aとじのとり方には特に注怠が必要です。

もちろん B,・B2も基準凪には到逹しておりません

が， B, ・B2は最近強化食品が酋及して，これらの

ものの利HIで段々よくな って米ています。

ところがAは日本人はAそのまま の型で とる食品が

少ないので，特に注意が必要ですし， Cは調理中の損

失が多いことと，生野菜，果実のとり方が少ないため

に実際にとっている C屈は非・,:;¥・に不足しております。

ピタミン強化食品の普及は， これら不足するピタミ

ンの補充に大いに貢献するもので，特に最近の強化食

んが， ピタミン以外の成分によ っても，そのピタミン

効果は増強されます。そのよい例を一つピタミ ンCに

ついて述べてみましょう 。

これは '•fl省グ）fi)f究在でuったものですが，ピクミン

Cはじi翡，'11',単独で給与するよりも、それとともに自然

りドに共存する成分と •緒に とる ことがより布効である

と,j・う ・つの火験です。これはじは緑偵野菜でとれと

,j・ うことを瓜＇｝する・つの火験例であります。

すなわら緑飴野菜にはじ以外にあ J)緑色の成分であ

る災緑索及びピ タミンの 利菜酸が含まれております。

これら成分はじと 肴れにとりますとじの効果を非常に

陪強させます。私の所ではこの実験をモルモ ・ノ トを川

いて行 ったのですが， モルモ ットに Cだけ 'j-えた場合

と，別に Cと茉緑索と虻酸とを共に給'i・した楊合とで

は，後者の成長は非•,:;:;によく， また外観も非常に）じ気

であります。この成長1川線の グラフ と体重培力II表を次

に示 してみま しょう 。

モルモ ットによる成長曲線

400 

350 

300 

250 

品の研究はピタ ミン学の(i)f究と相侯って非常に進歩し い

ました。例えば強化米に しても従米が水にとけやすく，

貯蔵中に糠臭が出ると 言うので中々使いにくか ったの

ですが，最近では水に難溶で長期保存でも糠臭の出な

い新しい誘迎体がつくられましたし， またAなどは，

マーガリンのようにIJ行IJ)j食品にはよく添加出米ますが，

みそなどに入れる場合になかなか泳加 しにくか ったも

のが，水浴化されたAが出米ましたので森品への応川

が容易になりま した。逆にじなどを脂)l)j食品にまぜる

時は，油にとけないので使いにく かったものが， )I廿溶

性Cの出現でこれまた容易にな りました。

このように俊秀な強化食品は逐次市島に出て米てい

ますから，今後はこの方面の利｝「lによって不足するピ

タミンがだんだん少なくなると思いますっ

ビクミンというものは万能梨ではないので，それぞ

れのピタミンが必変である ことは，＿；うまでもあ りませ

✓ , 

2011 

ピタミンCと葉緑索，葉酸との併用の効采における培

加体重表

平均初休平均l訊平均一月
料 重 1休重 増）¥11体重

―j AA.0.5mg + Cii=-c乱 Na―
(g) cg2_I (g) 

A 1mg 1 285 1 378 I 1.1 

B I AA.0.5mg+ FA0.4mg 290 408 2.0 

亨亨畠i耀 g I 275 : 387 : 2 I 

D j AA.0.5mg I―299 I 327 I o.s 

群 飼

AA・・・・・・アスコルピン酸 FA・・い..focacid (葉酸）

Cu-chi-Na .. …•銅 7 ロロフ （ リン Na 塩

このように緑黄野菜を食べることは非常によいこと

であり， 1,ijじ情があると ばってもモヤン とホウレン草

ではその栄脊効率は191らかに辿うことを納得していた

だけるものと思、います。
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天寿百五歳説
束以人学名 ｛・ト教授

束 京仄科1莉科人学教授 古 畑 種 基

人間の寿命には大隈伯の 125歳説その他いろいろあ

るが世界の血液学者として知られた古畑先生は，綿

密な科学的研究の結果次のように述ぺられた。

私のいう，人間の平均寿命が 90歳~105歳であると

いう推定は， J(IL液の発育やあt集性から推定したもので，

はじめ粘核息者と健康なものとの比較において，患者

の方は1(11球 の凝集される曲さが弱いけれども， 1111復と

共に強 くな ってくるc この強弱現依は年令によ っても

差異があるので年令による変化 を詳細に閥査liJf究し た

紺課推定したものなのです。

一ー先生はl':,/1表を提示し ，＇、'l門語を さしはさみながらご説

明になる一一

人間のlfll球は胎生 3 カ月ごろから分 1~1す るといわれ

ているが，初生児の血球の被凝梨価は母のよりはかな

り低く，年令の進むにつれて漸次上昇し， A型でも B型

でも AB型でもほぼ同様の

カー プを以て上昇を示し30

~35歳が最尚であり，それ

から次第に低 くなる。1(11沿

のあ狐価についてもほぼ詞

様のカープが描かれます。

この血液の発近から枇理

すると，糾論として，人は

30~35歳において1本力的成熟を完成し，それを過ぎる

ころか ら次第に老化現象が 13'.''/ヽrlnJJの散，Iiい:f位i

始まるも のと思われるので ，’’ 
i,l 

す。
I 1,0 

たこ~I ~~I!:"こf クも~!'.ら以 :~j(\ 
れます（由の一番弥くなる ，ヽ0 ' 

＼ 
のは30歳からで， 40歳にも 1:20 

なれば老化視象として欠け

たり抜けたりします。

相撲でも店）~化が30歳で横網，名が宕が35成で陀退。

これをみても30歳が披盛期で35歳が1祉炭といえるで し

ょう 。

］し
A:,'.'. 人血f.l<の！知且：l:li 

>~ -
10 10・Jo " ;o 60 10 ao~ 分

' , ... " ,_.,'"' 
to 20 Jo ;o ;o'° ;o soり・:,

内臓諸器官の機能をしらべてみても I+—のことがみ

られます。

この図Aは80歳までの調杏に よるものですがこの

カープを追 って行きます と，大1本96歳あたりで終わり

ますから，人Ill!メi命の'I"・均値はこのあた（）とr!Iii:'. でき

るわけです。 もちろん追伝の関係も大いにありますが．

老人1内にかからなければこ こま では牛．きられるわけだ

と息われます。

FJ本の長寿者を潤べてみますと，汲阻炒滋さんが96

歳，御木本翁が95歳，尾崎さんも田中館さんも 95歳，

石黒忠篤さんが96歳で しょう 。

大隈さ んの 125歳説は， フランスの生理学名フロー

ラン博・士の説によ ったも のだそうですが， 詞博士も，

人の完成時期を20歳と考えてその 5倍の 100歳説を唱

えていますが， 大隈さんは少 し慾脹 ったものと息われ

ます。

私のは，」(1Li夜の完成

期が1ifi辿のように30歳 !I'. 
11, 

f、i

から35歳であるから， I: 120 
数

上昇カープを 1とすれ 1:100

ば36歳からの下降カー 1:80

プがその 2f; りとな りま
I'60 

すので， 90歳から105

歳 まで生きられると似

定して）ヽ メf1.'J'Ji. 救成が

できたわけです。

-—遺伝との関係もありましょうねーー と いう本礼顧IL\ J

，1ヽ池/'.Ii-士のご＇月間に対しては

A B'¥1A 1 i1 tJ:k の r収ぷt ~,!111,
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り
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ー一 それは人いにありますc 小池先生 (85J;,ji'.)はま

だ60歳のお）じ父しで、1い） も到U)酋も褻えが見えません。

毎Jjお占きになるも のを成んていつ も感心しています

ょ 。 ぜひ血液検査をさせていたたかねば ・ • • とお っし

ゃる。 （文甜大紅）
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本校の健康調査の実態 神奈川県平塚巾花水小学校

染 貞子

調査方法

・調杏．用紙を作って，各受杵の先'I=.にお面いし澗ぺてい

ただきました。

・学年別，男女別に，又種類別によ ってそれそれ集；lJ・ し

た。

調査内容

(I) 32年1及蔓延した流感につし、て・・・・・流感にかか った者

について ・流感の症状の程度 ・この流惑て余店を併発

したものは、どんな病’メ［にかか ったかn

(2) 児迅の保健について

・子供達は学校以外に健康診断を受けているか。 ・栄

投；iりの服mについて，どの程度のI具l心があるか ・家

庭的， 衛生的しつけはどんなか。 （うがい，手洗，

歯みがき等）

(3) 家庭で健康について子供達に対して，どんな事をし

ているか。

• いろいろ種類を上げていただいた。

(4) 学校で服用している肝油が，どの様な効果を現わし

ているかについて。

・凪邪に対する抵抗はどうか。 ・栄投状態はどうなって

いるか。 ・夏やせに対してど うであ ったか。

調査の結果

開査人員2139人中

・春かかった者1221人 (5.5%)秋かかった者 885人

(4.1%) 

・春秋共かかった者 365人 (11%)

・健康で過した者 422人 (1.5%)のわずかであった。

この集計表によると春にかかり再び秋にかかるという

者がいることをみると，この流感に対しては予防ワクチ

ンが出来たというにもかかわらず，再発するという事は

何かの欠かんあるものと認められる。

また流行期には予病を併発したのは春；よ，泉熱，麻疹，

気管支炎，肺炎，自家中壽等である。この自家中蒋｝ょ，

原因を追求出来なかったが，おそらく 高熱のためクスリ

の中蒋ではないか と考えられる。

秋に併発した病名は，何か悪性に惑じられるし，寒さ

にむかう時期でもあ ったので，健康の抵抗力も弱まり ，

長期欠席が見られた。その病名は感冒が元で発生する気

管支炎，急性肺炎， じんぞう病， 中耳炎，その他口 内炎

じんましん呼が現われる。家庭において児童の健康診断

を受けている児箪の比率は

R検査人員 2139名中

1ヶ月目旬............4 % 3ヶ月目毎・.........5% 

6ヶ月目毎・・・・・・・・....8% 1 年 目 鉗・・・・・・・・・・・・20%

受けてない者の数は62%であった。

学校．家庭別に記入 （検査人貝2139人）

肝油（学校／服IT!者） ・・・51%、llhili'系庭ての服Jl1・・・8.1%,
ピタミン行I]の/lli!JIJ・・・11.2%, その他 （ヤグルト ・牛乳 ・

11」羊の乳・・・・・ ・・・・・・・1.7%

最近家庭でも．また学校に於いても栄脊についてm冴気

をつけていることがイ,;Jわれるへ家庭の衛生的しつ：ナも大

分博慣づけられているヘ
［良くする・.,・ ・・・・38.0% 

うがし、時々する・

l 
.. ・ ・40.0% 

し な しヽ・・・・・・・・ ・22.0%

fよくする・ ・.... -52.1% 

f i'. た時々する・・・・・・・..・19.0% 

lし なし,....••. • ・28.9% 

・外出の時，遊びの後用便に手洗する

よくする・...........47_5% 

誓みがju戸する…..・ ・・・・30.2% 

しなし、・・・・・・・・・・・・22.2;6

◎低学年に於いて

は，家庭の衛生指祁

が良く行われ，高学

年に於いては，自分

で衛生に気をつける

という点が良くあら

われている。

一部の父兄の声であ

ったが，子供の健康

について気をつけている点では検査人員2139人中

うすぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・3.8% 早ね早起き・・・・・・・・・・・・2.3%

栄養に気をつける・・・2.0% 日光浴 ・ · ··· ·· ·· ··· ·· ···•0.4%
間食をさける………1.4% 上衣の調涌 • •••• …・・・0.2% 

偏食をさける ・・・・・・・・・3.9% 佗布マサッ・・・ ・ ・・・ ・ ・・ · • 3 .0%

運動を良くする• • … •6 . 2% 時間的生活・・・・・・・・・・・・0.6%

ー野外運動 3.1% 
健康診断を受ける · · • 0 .7%

ー水 泳 0.5%

ー相 撲 0,1%

人ゴミの外出をさける1.2% 等があげられていた。

肝鴻 （学校ttlt)謂査緒果

低学年に良いという結果は見られなくほとんどわか

らないという回答が多かった。但 し，高学年になると，

良いと云うちょうこうが見られているが，肝油は継続

してその効果が現れてくるのではないかと云うことが

うかがわれる。

＠この様な閥査が行われたという事は，児〗う健康を知
り， 今後の保健行料の基l灼こすることが/:I 、だ。ま た

教師及び家庭との密接な辿格を取ることは：’建指iぶに

大切なことにもなる。調査により悪かった．＇は良か った

点を見つけ出すこと等，良い参考となり，良い習慣を

ますますのばしていくことが出米る。 またうがい指~q.

より流感の予防生活の必要と健康生活の良き習慣形成

を児箪個々に行き渡る様，保健衛生指祁に努力 してい

きたいと思います。
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50年の研究と最新の技術が生んた河合の新製品

ビクミンADカルシウム 「カワイ 」

日常の食事とくに学校給

食で不足するピクミン

A, Dとカルシウムが美

味でしかも ifり化吸収がよ

く， 一錠て補給できる11li1

期的な製品。

もっとも大切な発育期に

はげしい運動や勉強をし

ている中＇、 r='-1=..高校生の

健康保持妍進のためにお

すすめする',,訂1の服川。

1錠中 V.A 3000 1.U 

V.D 3001.U 

炭酪カルシウム400mg

◎ カワイ綜合肝油ドロップ 1号

従来の品に一段と改良を加えてと〈に服用 しやす〈した徐合 ビタミン剤

1粒中 V.A 3,0001.U V.D 300 I.U V.B 1mg V.B2 0.4mg 

V.C 10mg ニコチン酸アミド 2mg 第二硝酸カルシウム 200mg

製造発売元

河合製薬株式会社
東京都 中野 区 野 方町 2 I 1 7 1 

',G: 和1irjl男f(38) 0 4 4 3 ~ 0 4 4 5 

本社の製品

カワイ肝油ドロップ

カワイ綜合肝油ドロ

ップ．粉末肝油アド

ペリン．カワイカル

シウム錠．ピタミン

ADカルシウム錠

ピタミン

AD給食強化剤アド

リッチ．ピタミンA

アセテート ．ビタミ

ンAハルミテート．

「カワイ 」・

飼料添加剤ピター

ド．輸出ピタミン油

河合研究所
束）杖部中 野 区昭和通 2- 2 3 

',Ii: J,~ 束 点 (36)3 7 4 6 • 5 8 9 l 
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